
Ａ数と計算「Ａ（6）数量の関係を表す式　

　  （　）を含む式の計算のきまりに関する知識を活用・発揮しながら，計算の方
法を工夫して考えることで，（　）を含む式の計算に習熟できるとともに，記号
［ブロック］の組合せをどのように改善していけば，より意図した活動に近づく
のか，というプログラミング的思考を育成するためのアイディア

　 ねらい　
　・決められた数を作るためのより短い式を，（　）を用いて考えることができる。
　・目的に合うプログラムを作ることができる。

   学習課題
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　 次のブロックを使って，ねこを330のマスに進め
るためには， どのようなプログラムを作ればよいだ
ろうか。
＜授業の展開例では，プログラムを式に表す学習
活動を通して， 課題を「短い式を作る」＝「一番短
いプログラムを作る」としている。＞
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　次の４つのブロックを使って，ねこを330のマスに進め
るためのプログラムを作りましょう。
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問題のアイディア

解答省略
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こんなに
短くできたんだね。

100＋100＋100＋10＋10＋10を簡単にすると，どんな
式になりますか？

ぼくは
330を
こうやって
作りました。

プログラミング的思考の育成

（100＋10）×３です。

＜授業の展開例＞

ねこを370のマスに進めるための一番短
いプログラムはどうなりますか？
できた人は式も考えてみましょう。

自由にゲームに取り組み，ゲームのルー
ルや操作方法に慣れる。

長い式と短い式を紹介し，短い式を作
ること＝一番短いプログラムを作ること
が課題であることを確認する。

やや難しい数（370など）を設定し，ねこ
をそのマスに進めるためのプログラム
作りに挑戦し，記号［ブロック］の組み合
わせを改善する過程を共有する。
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受講者による体験の様子

　　　　　　　　　　　　　　　小学校第４学年「計算のきまり」小・算数 課題解決 ＩＣＴ ４



＜受講者の感想＞

◎最短の答えでなかったとき，キャラクターがアドバイスをくれるので，やる気が出る。

◎ゴールの数字は，ランダムに決めることもできるし，自分で決めることもできるので，

　授業に合わせて扱いやすい。

◎友達がどのようなプログラムを作ったのか

　知りたくなるので，ペアやグループでの学び

　合いに生かしやすい。

▲算数が苦手な児童には，最短の場合を考える

　のはやや難しいかもしれないが，どの児童でも

　単純にゲームとして楽しめる。

　　　　　アイディアの使いやすさについてのアンケート
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小学校プログラミング学習教材
小学校プログラミング学習の充実のため、プログラミングソ
フト"Scratch"を用いて作成した教材を紹介しています。学
習指導要領に例示されている単元で実施するもの（A分類）
だけでなく、学習指導要領に例示されていないが、学習指導
要領に示される各教科等の内容を指導する中で実施するも
の（Ｂ分類）の教材も紹介しています。
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「算数・数学プログラミン
グ学習　授業で使えそう
なもの＋α」もあります。
こちらをクリックしてくだ
さい。
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